
勝

浦

川

盆

地

の

地

質

概

報

(
図
版
節

一
版
及
節
二
版
付
)塚

野

善

政

緒

言

勝
浦
川
盆
地
は
徳
島
市
を
去
る
南
方
､
約
拾
六
粁
相
関
山
脈
の
末
端
は
位
龍
L
t
三
角
介
､
植
物
化
石
の
産
地
と

し
て
+;
-
か
ら
知
ら
れ
た
塵
で
あ
る
｡

皆
地
域
は
古
庄
暦
か
ら
成
る
北
部
両
地

(
勝
浦
郡
と
名
西
郡
の
境
界
を
覆
す
)
と
'
四
寓
十
川
統
よ
-
成
る
南
部

山
地

(
勝
浦
郡
と
那
賀
郡
と
の
境
界
を
な
す
)
と
の
間
に
介
荘
し
､
珊
々
屈
桃
形
は
似
た
狭
長
な
る
下
部
白
壁
紀
層

の
地
域
で
あ
る
｡

常
地
域
の
地
形
を
概
括
的
に
観
察
す
れ
ば
､
勝
浦
川
及
其
の
支
流
に
依
-
刻
ま
れ
た
壮
年
川
地
で
あ
る
が
rJ
れ
を

同
種
す
る
山
地
の
平
均
高
庇
が
盆
地
山
地
の
そ
れ
よ
-
比
較
的
大
在
る
乙
と
は
俵
か
'
従
釆
勝
浦
川
盆
地
と
惜
柄
せ

ら
れ
て
ゐ
る
｡

膝
浦
川
盆
地
は

一
八
八
二
年
故
菊
池
博
士
の
最
初
の
敬
見
に
係
-
､
以
凍
横
山
､
矢
部
'
長
尾
､
江
原
博
士
等
数

多
の
地
質
撃
者
に
依
-
研
究
せ
ら
れ

てゐ
る
｡

筆
者
は
中
村
.
横
山
爾
敢
授
指
導
の
下
に
､

一
九
二
九
年
よ
-
翌
年
に
亙
る
ニ
ケ
年
間
.
数
十
日
を
常
盆
地
の
地

勝
浦
川
忠
地
の
地
戯
枇
報

七

七



地

球

節
十
六
懲

節

11
蚊

八

八

貿
調
査
に
捉
新
し
､

此
廃
に
其
の
概
略
を
報
告
し
得
る
乙
と
整
骨
ぶ
｡
葡
老
舗
濠
の
御
叱
正
を
柑
ば
串
湛
の
垂
-
で

あ
る
0

地

質

秩

父

古

生

屠

聯
甜
川
余
地
の
北
部
山
地
は
七
重

に
厚
層
を
な
す
珪
岩
'
粘
板
岩
或
は
貫
岩
'
及
輝
線
凝
衣
岩
か
ら
成
-1二
一十
常

分
ノ
一
地
層
閲
は
､
歌
父
古
壁
暦
中
部
J
J詑
n
れ
で
あ
る
｡

こ
れ
等
の
岩
石
の
分
布
に
は
､
自
ら
二
様
あ
っ
て
､
北
部
山
地
の
兼
部
は
主
は
珪
岩
､
粘
板
岩
或
は
貢
岩
か
ら
成

ら
.

.i
方
鱗
部
､
及
南
西
部
は
於
ltJ
は
以
上
の
岩
石
の
外
に
､
輝
線
凝
衣
岩
及
砂
岩
の
敏
速
が
著
し

い
.
若
し
rJ
れ

等
の
岩
石
の
間
は
掛
倒
を

さ
も
の
･と
す
れ
ば
ー
前
者
は
後
者
の
上
位
を
占
ひ
る
も
の
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡

珪
岩
は
白
色
乃
至
維
色
ほ
し
で
､
北
部
山
地
の
各
部
は
亘
っ
て
嫡
-
分
布
し
て
ゐ
る
｡

屡
々
貫
岩
に
遷
移
す
る
粘

放
岩
は
､
稀
は
赤
色
或
は
輩
線
色
を
量
す
る
事
あ
る
も
､
多
-
は
黒
色
を
量
し
北
部
山
地
の
東
部
に
戯
-
教
壇
し
て

ゐ
る
｡
硬
砂
岩
の
教
壇
は
､
皆
地
域
に
於
て
は
極
め
て
少
-
､
只
僅
か
に
八
重
地
附
進
は
露
出
し
て
ゐ
る
の
む
見
る

の
み
で
あ
る
｡

石
衣
岩
は
北
部
山
地
の
各
所
に
薄
-
聴
達
し
､
黒
衣
色
.
或
は
白
色
を
量
L
t
通
常
白
色
&
.量
す
る
も
の
は
完
晶

肇
で
あ
る
｡
石
衣
岩
の
殆
ん
ど
大
部
は
無
化
石
に
し
て
p
八
重
地
､
横
瀬
立
川
は
露
出
す
る
も
の
に
の
み
'
教
程
の

フ
ズ
-
ナ
む
諦
め
る
こ
と
が
出
凍
る
｡



八
罫
地
の
商
西
方
三
甘
米
､
高
鉾
村

で
フ
ス
ト
は
依
旦
二
角
介
惣

石
と
揺
す
る
附
近
の
石
葱

石
よ
ゎ
､
筆
者
は
次

の
如
き
化
石
を
採
集
す
る
を
村
た
.

(

I)
F
u
s
u
t
in
a

c
f
r
･
h
a
y

de
n
i

Oz
a
w

a
･

(
I
I
)

F
u
s
u
]
F

a

S
p
･

構
潮
立
川
に
於
で
'

立
川
磯
岩
に
依
-
直
接
不
整
合
に
被
覆
さ
れ
て
ゐ
る
含

フ
ズ
リ
ナ
石
衣
岩
よ
-
､
次
の
如

き

数
種
の
化
石
を
得
た
｡

(1

)

De
pr
a
te
】7
a

s
p
･

(

2

)

F
u
s
u
h
.n
a

s
p
･

(
3
)

D
o
7
io
l
in
a

l
e

p
i
d
a

(

S
c

hw
age
r
)

(

4

)

N
eoschw
a
g
e
r
in
a

c
r
a

t

ic
ulif
e
ra
(S
c
h
w

a
g
e
r
)

(

5
)

N

e
o
s
c
h
w

a
g
e
r
in
a

(
C

alCe】1
h

a
)

s
p
･

(
-

)

の
種
は
故
小
樺
博
士
の
秋
吉
壷
に
放
け
る
G
昔
に
産
L
t

そ
の
下
位
の
G
碑
は
シ
ュ
ツ
カ
ー
ト
等
の
詮
に
依

れ
ば
'
敢
下
部
二
藤
配
と
考

へ
ら
れ
る
故
に
､
八
重
地
に
於
け
る
石
衣
岩
も
下
部
二
盛
配
を
不
し
､
横
湘
立
川
に
於

け
る
石
灰
岩
は
､
赤
坂
に
於
け
る
小
棒
博
士
の
z
u
帯
に
対
比
さ
れ
る
｡

斯
-
の
如
-
古
生
物
撃
的
研
究
は
位

-
八
重
地
に
於
け
る
石
衣
岩
は
'
横
瀬
立
川
に
放
け
る
石
衣
岩
よ
-
育
-
､

且
っ
筆
者
の
調
査
し
程
ね
古
生
暦
の
大
部
は
､
北
傾
斜
の
畢
斜
構
造
在
る
故
に
'
八
露
地
は
於
け
る
石
衣
岩
は
督
地

域
の
最
も
iL
き
地
層
に
し
て
､
下
部
二
盈
配
管
と
考

へ
ら
れ
る
｡

北
部
山
地
は
発
達
す
る
二
盛
紀
の
岩
石
は
､
大
鰭
は
於
で
東
北
来
-
西
南
西
.
或
は
兼
西
の
走
向
を
有
し
､
分
水

輯
近
-
ほ
於
て

tI
佃
の
向
斜
軸
を
形
成
す
る
の
み
に
し
て
､
概
ね
北
傾
斜
の
単
科
闇
曲
を
な
す
も
の
で
あ
る
｡

二
感
紀
暦
は
東
方
物
部
川
舵
と
高
鉾
村

ス
ラ
ス
-
ほ
俵
か
､
西
方
に
於
で
は
主
に
後
者
と
横
瀬
立
川
ス
ラ
ス
ト
に

依
身
頃
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

膨
浦
川
耽
地
の
地
質
概
軸

九



地

球

節

十
六
怨

節

一
統

一〇

.i
O

四

第

十

川

統

勝
浦
川
盆
地
に
敏
速
す
る
物
部
川
続
の
基
底
激
暑
た
る
立
川
磯
岩
に
依
-
'
不
整
合

に
被
覆
さ
れ
て
ゐ
る
南
部
山

地
の
凹
背
十
川
親
は
､
時
間
の
飴
裕
無

さ
為
に
精
細
は
調
査
し
神
な
か
っ
た
rJ
と
は
甚
だ
遺
憾
夜
乙
と
で
あ
る
｡

和
し
な
が
ら
江
原
博
士
.
及
最
近
に
於
け
る
於
輝
理
撃
士
の
報
告
は
依
れ
ば
､
鳥
の
蔑
群
と
決
定
さ
れ
て
A
.ら
れ

る
故
に
筆
者
も
こ
れ
に
捉
ふ
乙
と
～
す
る
｡

鳥
の
典
群
は
砂
岩
.
粘
板
岩
或
は
蕃
山雪

角
岩
､
塵
岩
'
及
石
衣
岩
よ
-

成

-
'
大
鰻
に
於
七
光
北
兼
-
蹄
南
西

の
走
向
を
有
L
も
局
部
的
に
可
夜
か
激
し
さ
摺
曲
を
な
す
朋
も
あ
る
｡

砂
岩
は
普
通
整
枚
撤
密
に
し
て
.
白
色
乃
至
淡
黄
純
色
堅
不
L
t
角
岩
は
線
色
或
は
赤
色
,<LJ量
L
t
そ
の
聴
連
は

極
め
て
僅
小
で
あ
る
.
貫
岩
は
白
色

(風
化
の
著
し
q
Jも
の
)
を
農
す
る
乙
と
あ
る
も
'
通
常
韻
次
色
に
し
て
割
れ

顔
-
､
或
る
所
に
於
で
は
物
部
川
続
の
頁
岩
と
金
-
判
別
し
難

い
｡

石
磐

石
は
角
岩
と
同
様
､
筆
者
の
調
査
し
た
置
域
内
は
於
で
は
敏
速
極
め
て
少
-
､
迫
私
桃
色
､
黒
衣
色
を
口BfL

那
賀
郡
相
生
村
内
両
.
勝
浦
郡
棚
野
村
狸
谷
､
及
同
相
中
伊
豆
了
に
谷
に
於
で
敬
見
せ
る
の
み
で
あ
っ
て
､
内
山
に

露
出
す
る
も
の
に
は
､
化
石
と
_=心
は
れ
る
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
が
明
瞭
で
は
夜

い
｡

物

部

川

統

脚
細
川
盆
地
に
磯
蓮
す
る
白
壁
紀
暦
は
江
原
博
士
に
倦
み
物
部
川
続
に
対
比
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

皆
地
域
の
物
部
川
枕
は
三
角
介
､
及
餌
石
植
物
化
石
の
産
地
と
し
て
古
-
か
ら
知
ら
れ
､
征
衣
多
く
の
地
質
聾
者

に
儀
か
音
鐘
物
理
的
に
或
は
暦
序
撃
的
に
研
究
さ
れ
､
就
中
江
原
博
士
の
研
究
は
比
較
的
詳
細
で
あ
っ
て
見
る
可
き



も
の
が
あ
る
｡
江
原
博
士
は
昏
地
域
の
物
部
川
舵

を
.攻
の
三
つ
の
大
き
夜
地
膚
に
債
分
せ
ら
れ
て
港
ら
れ
る
が
､
筆

者
は
rJ
れ
等
の
地
層
名
を
鞘
々
修
正
し
て
襲
用
す
る
rJ
と
は
す
る
O

A
t
立
川
磯
岩
層
｡

払
､
三
角
介
砂
岩
層
｡

C
､
藤
川
頁
岩
層
｡

A
t
立
川
磯
岩
層

領
有
続
と
し
て
知
ら
れ
､
且
常
地
域
は
登
連
す
る
物
部
川
続
の
基
底
機
岩
た
る
立
川
塵
岩
層

は
主
に
磯
岩
､
砂
岩
､
頁
岩
か
ら
成
-
南
方
の
四
常
十
川
統
及
横
瀬
立
川
に
於
で
匿
接
に
菅
生
圏
を
不
生
食
に
被
覆

し
て
ゐ
る
｡

rJ
れ
等
の
軍
資
は
依
-
立
川
磯
岩
層
は
四
寓
十
川
舵
と
古
庄
静
の
境
界
に
p
沈
積
し
た
る
も
の
で
あ
っ

て
西
方
龍
峠
よ
-
先
方
羽
の
捕
町
は
至
る
ま
で
そ
の
間
約
三
i･
粁
の
狭
長
在
る
帯
状
を
な
し
て
敬
遠
し
て
ゐ
る
.

磯
岩
は
堅
硯
に
し

,亡
珪
岩
'
粘
板
岩
及
貫
岩
の
磯
か
ら
成

-
､
こ
れ
等
の
磯
は
大
部
分
率
大
で
あ
っ
て
石
英
砂
に

依

～,h腿
結
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

砂
岩
は
粗
粒
塑
枚
は
し
て
屡
々
磯
岩
に
漸
移
し
､
通
常
練
夜
色
叉
は
淡
黄
純
色
を
量

す
る
｡

貫
岩
は
黒
衣
色
乃
至
黒
色
を
毒
し
堅
硬
'
殊
に
柳
谷
に
寵
出
す
る
シ
レ
ナ
を
含
む
も
の
に
於
で
は
数
封
皮
の
鉄
槌

と
経
も
破
砕
は
困
難
で
あ
る
C
併
し
或
る
も
の
は
､
欧
鍋
に
し
て
割
れ
易
-
藤
川
貢
岩
と
金
-
匿
別

し
難

い
も
の
屯

あ
る
｡

筆
者
は
江
脱
博
士
の
意
見

と
同
棲
は
立
川
磯
岩
層
を
そ
の
間
に
含
ま
れ
る
化
石
に
依

-
て
次
の
二
つ
は
置
分
す
る

か
p

シ
レ
ナ
槍
｡

打
､

ニ
ル
ソ
ニ
ア
暦
｡

訂
.
,b

レ
ナ
暦

此
の
地
層
は
立
川
磯
岩
暦
の
下
位
を
占
め
主
に
堅
触
.
黒
衣
色
乃
至
謀
色
の
笥
岩
か
ら
成
-
I

屡
々
砂
岩
に
遷
移
す
る
｡
柳
谷
､
立
川
､
杉
山
の
,b
レ
ナ
を
含

む
地
暦
は
同

一
の
地
膚
は
属
し
.
筆
者
は
､
次
の
加

除

浦
川

盆
地

の
地

質
枇
軸

二

二



地

球

節
十

六
程

妨
1
班

三

二
一

き
化
石
を
採
集
す
る
散
村
た
｡

Cyren
a
N
au
m
an
且

N
eu
m
ayr

此
の
種
は
柳
谷
は
於
て
最
も
地
等
刑
に
保
存
rb
れ
､
普
地
方
に
於
で
は
蛤
石
と
柄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

此
の
種
の
化
石
以
外
は
柳
谷
に
於
で
は
所
属
不
明
の
巷
月
並
に
二
枚
月
を
杉
山
は
放
て
は
保
存
恵

旦
一枚
月
の
外

に
多
-
の

M
e
tani
a

s

hikok
u
ensis
n
.
sp.
を
採
集
し
た
｡

ナ
ウ

マ
ン
氏
は
依
れ
ば
柳
谷
に
於
t

C
yren
a
N
aum
ann
i
N
eu
m
ay
r.
C
y
r
e
n
a

graviba
N
eum
a

yr,

C
y
r
ena
tith
o
cardium
N

eum
ayr
の
三
確
を
採
集
し
た
と
報
告
せ
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど

､
rJ
れ
等
の
三
種
は
只

介
殻
の
輸
廓
に
於
け
る
差
違
の
み
で
あ
っ
て
筆
者
は
粂
-
乙
の
三
種
は
仝

一
種
の
も
の
と
考

へ
て

C
y
r
ena
N
au･

m
a
n
n
i
N
eum
a
y
r.
の
名
栴
の
み
を
使
用
す
る
fJ
と
は
し
わ
｡

打

､

エ
ル

リ
ニ
ア
暦

此
の
地
層
は

シ
レ
ナ
暦
の
上
位
に
赤
し
且
っ
立
川
磯
岩
層
の
上
位
かLJ占
ひ
る
も
の
で
あ
っ

て領
石
植
物
化
石
を
多
分
に
保
存
し
､
i=
筒
に
於
け
る
植
物
化
石
と
典
に
多
-
の
古
産
物
聾
者
に
依
-
研
究
せ
ら
れ

て
ゐ
る
｡
此
の
地
層
は
大
部
分
貫
岩
か
ら
成
Lh
磯
岩
､
砂
岩
を
そ
の
間
に
含
む
｡
貢
岩
の
大
部
は
黒
衣
色
の
割
れ
易

さ
牲
贋
を
も
つ
も
柳
谷
に
露
出
す
る
頁
岩
に
於
で
は
堅
硯
に
し
て
新
粒
質
砂
岩
は
漸
移
す
る
も
の
が
あ
る
｡

筆
者
は
柳
谷
に
於
で
次
の
如

き
化
石
の
存
在
す
る
を
恕
め
た
｡

(

)

)

N

i
t
s
s

on
ia
s

chaum
b
u
r
gens

i
s

(
D
a
n
k
er
)

(

2

)

N

I
SC
h
a
u
m

buTgenS
is

vaT.
Par
vu
1a
Y
ab
e.

(

3

)

Ciad
op
h
leb
i
s

g
e

yler
i
a

n
a
N
a
t
horst.

(

4

)

C
.
N
a
th
orsti
Y
o
koyam
a
.



(

5

)

Z
a
mi
op
h
y
t1u
m

b
u
ch
ia
n
u
m

v
a
r.
a
u
g
u
s
tifo
tia
F
on
tain
,

以
上
の
植
物
化
石
を
含

む
柳
谷
の
貫
岩
は
西
方
喰
田
に
も
露
出
し
筆
者
は
刷
物
の
種
と

Ctad
op
h
te
b
is

br
o
w
･

n
ia
n
a
(
D
u
n
k
,)

む
鼻
富
に
採
集
す
る
を
得
た
｡

喰
旺~
ほ
露
出
す
る
此
の
地
層
の
貫
岩
は
著
し
-
風
化
を
受
け
軟
鋼
に
し
て
黄
褐
色
を
量
す
る
｡

柳
谷
の
北
北
方
.;L
谷
に
は
次
の
如

き
植
物
化
石
を
含

む
堅
硬
在
る
薫
旗
色
の
貢
岩
が
露
出
し
て
ゐ
る
｡

N
itsso
n
ia
sch
a
u
m
b
u
rge
n
sis
(
D
un
k
e
r
).

N
.
s
ch
a
u
m
b
u
r
g
e
n
sis
ヰ
ar
･

a
u
g
u
stifo
tia
Y
a
b
e
.
､

O
n
y
c
h
iop
sis
e
lo
n
b.･at
a
(
G
e
y
te
r
),

P
o
d
o
za
mi
t
e
s
sp
,

銅
此
れ
等
の
産
地
の
外
は
長
尾
､

江
原
､

両
博
士
は
横
瀬
立
川
の
旦
選
に
於
で

O
n
y
c
h
io
p
sis
elo
n
g
at
a

(
G
e
y
]e
r
).

N
itsso
n
ia
sch
a
u
m
b
u
rg
en
sis
(
B
u
n
k
e
r
)､

C
la
d
op
h
le
b
is

N
a
t
h
o
sti
Y
o
k
o
y
a
m
a
,

等
の
植
物
化
石
を
採
集
し
た
と
報
骨
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

以
上
の
植
物
化
石
は
皆
横
山
博
士
の
甑
石
植
物
群
は
属
し
就
中
何
れ
の
産
地
に
於
て
も

ニ
ル

ソ
ニ
ア
を
最
79
豊
富

は
保
有
し
て
ゐ
る
｡
こ
れ
等
植
物
化
石
に
依
-
立
川
磯
岩
は
衝
石
続
に
屈
す
る
も
の
在
る
rJ
と
は
明
瞭
で
あ
る
｡

立
川
硬
岩
は
､
凡
て
北
傾
斜
の
箪
斜
構
造
堅

ホ
し
大
槻
は
於
で
東
北
東
-

問
南
西
の
走
向
社
有
す
る
｡

恩
､
三
角
介
砂
岩
暦

立
川
磯
岩
暦
を
整
合

に
被
覆
す
る
三
角
介
砂
岩
暦

は
略
来
園
の
走
向
を
有
し
帯
状
を
な
し

て勝
浦
川
盆
地
に
蛮
-
分
布
し
て
ゐ
る
｡

此
の
地
層
は
主
に
砂
岩
京
岩
か
ら
成
-
屡
々
激
岩
を
其
の
間
に
は
ru
ひ
｡
砂
岩
は
紋
灰
色
或
は
黄
純
色
p
晴
青
色

豚
浦
川
盆
地
の
地
盟
糊
琳

1
三

二
二



地

球

節
十
六

億

節
一
班

7
-i

fI
凹

ほ
し
で
碩
-
屡
々
磯
岩
は
漸
移
す
る
｡

此
の
三
角
介
砂
岩
層
中
に
は
捕
物
化
石
を
含
むl
二
層
の
貫
岩
が
存
在
し
'
為
に
三
角
介
砂
岩
暦
を
五
つ
の
部
分
に

分
つ
TJ
と
が
揖
凍
る
｡
即
ち
次
の
如
-
で
あ
る
｡

乱
､
下
部
三
角
介
砂
岩
｡

b
､
ク
ラ
ド
フ
レ
ビ
ス
暦
｡

C
､
中
部
三
角
介
砂
岩
｡

d
t
ポ
ド
ザ
ミ
チ
ス
暦
｡

e
.
上
部
三
角
介
砂
岩
o

稲
原
断
簡
以
東
の
三
角
介
砂
岩
暦
は
､
を
の
中
央
を
略
-
東
酉
に
走
る
横
綱
立
川
ス
ラ
ス
ト
に
依
-
電
視
さ
れ
'

ポ
ド
ザ
ミ
チ
ス
静
の
如

き
は
綬
慢
在
る
閏
曲
と
舶
伐

っ
て
傍
示
よ
少
平
間
に
至
る
新
通
の
切
-
刺
-
に
再
三
p
市
田

露
出
し
て
ゐ
る
の
む
見
る
｡

a
t
下
部
三
角
介
砂
岩

此
の
地
層
は
此
敏
的
厚
暦
を
な
す
砂
岩
と
試
岩
と
の
互
暦
か
ら
成
る
｡
砂
岩
は
暗
次
色

乃
至
黄
鯨
色
を
量
し
中
粒
質
ほ
し
で
極
-
稀
に
磯
岩
に
逐
移
す
る
｡
貫
岩
は
薫
衣
色
に
し
て
放
れ
易
-
腰
砂
貿
頁
岩

に
漸
移
す
る
こ
と
が
あ
る
｡

杉
山
p
廉
安
に
敏
速
す
る
三
角
介
化
石
を
含
む
砂
岩
は
rJ
の
地
層
に
対
比
n
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

江
原
博
士
は
頗
安
の
砂
岩
よ
か

T
lig
on
ia
p
ocittiformi
s
Y
o
koyam
a.
む
採
集
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
聾
者
は
杉

山
に
於
け
る
立
川
激
暑
の
砥
ぐ
下
付
の
粗
粒
砂
岩
よ
-

T
rig
o
n
ia
p
ocitlifoT
mi
s
Y
okoyam
a,
T
ri.gonia
K
it

kuch
ian
a
Y
ok
oy
am
a.
恕
採
基
し
た
.

b
.
ク
ラ
ド
フ
レ
F'ij
ス
暦

此
の
地
層
は
黄
練
色
乃
至
情
夜
色
の
比
較
的
厚

4i,砂
岩
'
及
盈
夜
色
の
割
れ
易

き
貫

岩
と
の
互
層
か
ら
成
-
p
二
三
の
薄

さ
石
炭
圏
を
挟
有
す
る
｡



筆
者
は
お
前
の
河
床
に
露
出
す
る
薄
さ
布
炭
樹
上
に
放
け
る
植
物
化
石
暦
よ
-
次
の
如
き
化
石
を
摘
皿
す
る
を
得

た

o
O

n
y
ch
i
o

ps
i
s

e
lo
n

g
at
a
(
G
ey
ter
)
､

C
la
d
o
p
h
leb
is
b

row
n
ia
n
a
(
D
u
n
k
er)
～

C
la
d
o
p
h
te
b
i
s

c
fr.
v
trg
ln
ten
Sis
F
o
n
ta
iTl,

P

o
d
o
za
m
i
t

e
s
]a
n
c
e
ota
tu
s
L
in
d
le
y
&

H
u
tto
n
.

捉
楽
勝
浦
川
盆
地
に
産
す
る
植
物
化
石
の
研
究
は
主
と
し
て
乙
の
産
地
よ
-
採
集
し
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
今
日
に

至
る
ま
で
横
山
p
矢
部
t
,江
原
博
士
等
ほ
依

-
古
生
物
的
ほ
研
究
ru
れ
て
ゐ
る
｡

矢
部
博
士
は
此
等
の
植
物
化
石
の
外
に

S
p
h
e
n
op
te
ri
S
y

O
k
oy
a
m
a
i

Y
a
b
e

を
､
横
山
'
江
原
博
士
は
筆

者
の
採
集
し
わ
る
化
石
以
外
に

C
y
p
a
rrissidiu
m

3.aP
On
i
ca
Y
ok
oyam
a

を
採
集
し
た
と
報
菅
せ
ら
れ
て
ゐ

る
○周

rJ
の
外
は
此
の
地
層
に
対
比

さ
れ
る
も
の
と
皿
は
れ
る
樫
塩
谷
の
上
流
中
部
三
角
介
砂
岩
の
す
ぐ
下
位
に
於
で

横
山
博
士
は

P
o
d
o
Zam
it
es
tan
ce
Olatu
s
L
in
d
te
y
&

flu
t
ton,
Z
ami
op
h
y
ltu
m

b
u
ch
ia
n
u
m

(
E
ttin
g
h
a
u
･

se
n
),

c

y
p
a
rri
ssid
iu
m

j

a
p
o
n
ica
Y
o
k
oya
m
a,
C
ia
d

o

p
h
te
bi
s

c
fr
.
v
i.r
gi
n
ien
sis

F
o
n
tai
n

を
摘
出

し
た
と
紀
載
せ
ら
れ
七
号
b
れ
る
が
育
苗
の
河
床
は
産
す
る
種
物
化
石
と
略

山
敦
す
る
瓢
よ
-
､
及
第
二
間
の
プ
ィ

p
フ
ィ
ー
ル
に
依
-,h教
示
せ
ら
れ
る
如
-
樫
原
谷
の
植
物
化
石
瀞
は
ク
ラ
ド
フ
レ
ビ
ス
樹
に
封
此
せ
ら
れ
べ

き
も
の

と
‖心
ふ
G

c
p
中
部
三
角
介
砂
岩

中
部
三
角
介
砂
岩
は
下
部
三
角
介
砂
岩
と
略
其
の
性
質
を
同
じ
-
し
屡

々
P
尖
城
す
る

薄
さ
磯
岩
故
買
岩
を
含

む
｡

肪
浦
川
欣
地

の

地

駅枇
耶

蒜

一
光



地

域

節

十
六
懲

節

tI
舵

〓
ハ

.i
六

筆
者
は
比
の
地
圏
に
封
此
ruれ
る
と
心
は
れ
る
右
前
､

H
浦
'
樫
原
の
厚
暦
を
な
す
砂
岩
よ
旦
二
角
介
砂
岩
圏
に

班
-
分
布
し
て
ゐ
る

T
rig
on
ia
p
ocittifo
r
mi
s
Y
o
k
o
y
m
a
,

T
rig
on
ia
K
ik

uch
ia
n
a
Y
ok
oy
a
m
a

の
二
種
を

豊
措
け
採
集
す
る
を
稗
た
｡

〓
油
に
放
け
る
三
角
介
砂
岩
は
第
二
閲
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
依
-
指
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
如
-

珪
薯
に
於
で
多
-
の

植
物
化
石
を
含
ひ
が
ド
ザ
ミ
チ
ス
暦
の
す
ぐ
下
位
に
あ
る
を
以
y
中
郡
三
角
介
砂
岩
に
同
定
ruれ
る
も
の
と
川
心
考
し

な
の
で
あ
る
｡
ゴ
ツ
ヤ
ク
に
於
で
は

T
ri
g
o
n
ia
p
ocilliformi
s
Y
ok
o
y
a
m
a

htLJ達
し
樫
脱
谷
に
放
け
る
中
部
三

角
介
砂
岩
が
南
方
は
向
斜
刺
を
形
成
し
て
再
び
ゴ
ヅ
ヤ
ク
に
現
は
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
此
の
地
暦
に
属
す
る
も
の

と
考

へ
ら
れ
る
｡

d
.
ポ
ド
ザ
ミ
タ
ス
暦

此
の
地
層
は
葺
に
貴
色
又
は
謀
淡
色
の

.i
見
藤
川
貢
岩
と
匿
別
し
難

い
割
れ
易
さ
雷
岩

よ
-
戚
-
稀
に

レ
ン
ズ
状
の
薄

さ
砂
岩
を
含

む
｡

江
頂
博
士
は
此
の
地
層
に
相
常
す
可

き
着
帯
の
頁
岩
よ
-
次
の
如
き
化
石
を
採
集
し
た
と
報
曹
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

Z
a
mi
op
h
y
ttu
m

b
u
ch
ian
u
Tn
(
E
ttin
g
h
a
u
se
n
)､

P
od
o
za
mi

t
e
s
tan
ce
o
latu
s
Li
n
d
te
y
&
H
u
tt
on
,

C
ta
d
o
p
h
le
b
is
b
r
o
w
n
ia
n
a

(
D
u
n
k
er
)
,

T
h
y

rsopt
eri
s
sp
..

筆
者
は
古
蒲
は
於
で
如
何
な
る
化
石
を
も
得

る
FJ
と
が
出
来
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
藤
川
よ
-
柳
谷
は
迫
ず
る
道
路

の
傍
及
亜
寛
小
撃
校
妾
に
露
出
す
る
頁
岩
よ
-
次
の
如

き
化
石
を
採
集
し
た
｡

C
la
d
op
h
teb
is
b
TO
W
n
ia
n
a
(
I)u
n
k
e
r
).

Z
a
m
io
p
h
y
t1u
m

b
u
ch
ia
n
u
m

(E
ttin
g
h
a
u
se
n
),

P

o

d
o
za
mi
te
s
la
n
ce
o
tatu
s
Li
n
d
te
y
&
H
u
tto
n
.



･J
れ
等
の
化
石
以
外
に
筆
者
は
珪
寛
は
放
て
保
存
恵
き
食
月
二
枚
月
の
化
石
数
種
を
摘
目
し
た
.

江
脱
博
士
の
探
基
せ
ら
れ
た
植
物
化
石
の
種
類
と
聾
者
の
得
た
そ
れ
と
古
生
物
撃
的
ほ
仝
-

一
致
す
る
鮎
よ
-
推

し
て
こ
れ
等
の
産
地
は
此
の
地
層
に
同
定
さ
れ
る
可

FJも
の
で
あ
ら
う
O
藤
川
よ
り
柳
谷
に
薫
る
道
路
上
は
在
る
以

上
の
化
石
を
含
む
貫
岩
は
古
蒲
の
そ
れ
と
金
-
同

一
の
地
膚
な
る
FJ
と
は
追
跡
し
得
る
事
を
以
て
明
瞭
で
あ
る
｡
銀

貨
に
放
け
る
賞
岩
は
三
角
介
砂
岩
の
中
央
む
略

々
栄
西
は
走
る
横
瀬
立
川
ス
ラ
ス
ト
に
依
-
古
請
の
ポ
ド
ザ
ミ
チ
ス

圏
が
重
複
ru
れ
て
生
資
に
露
出
し
て
ゐ
る
も
の
と
思
考
す
れ
ば
益
々
そ
の
甜
由
が
明
瞭
と
在
る
.
珪
賓

の
ポ
ド
ザ
-

チ
ス
暦
は
藍
に
南
方
二
佃
の
向
斜
を
形
成
し
て
円
浦
地
方
に
露
出
す
る
も
不
車
は
し
て
如
何
な
る
化
石
む
も
観
め
る

こ
と
が
出
端
な
か
っ
た
｡

e
､
上
郷
三
角
介
砂
岩

此
の
地
層
は
主
に
晴
炎
色
乃
至
黄
緑
色

の
撤
密
帥
粒
質
の
砂
岩
か
ら
成
-
､
屡

々
塵
岩

フル
ケ

及
薄

さ
石
炭
潜
む
含

U
｡
此
の
地
圏
は
古
箔
.
傍
示
に
最
も
よ
-
発
達
し
聾
者
は

古

衝

け
於
で

T
ri
go
n
ia
pocitT

ifom
is

Y
o
k
oy
a
m
a,

T
rig
o
n
ia

K
i
kuchiana
Y
ok
oy
am
a

傍
示
ほ
於
で
は

T
rig
onia
p

o
citliformi
s

Y
ok
oy
am
a､

Clad

o

p

h
tebi

s

bT
OW
n
ia
n
a
(
D
un
k
er
)

を
採
集
し
た
O

･JE
谷
口
'
砥
石
谷
は
於

ては
T
rig
on
ia

p

ociltiform
is
Y
o
k
oy
a
m
a
･

月
ケ
谷
､
平
間
は
於
で
は

T
ri.g
on
ia
p

o
ciltiformi
s
Y
o
k
oy
a
m
a,

T
rig
on
ia
内
ik
lJCh
ia
n
a
Y
ok
oy

am
a
を

採
集
し
た
｡

江
原
博
士
は
こ
れ
等
の
化
石
以
外
は
谷
口
'
坂
本
p
傍
示
ほ
於
て

T
rig
o
n
ia
sak
am
otoen
sis
Y
eh
ara
を
､
谷
口
は
於
で

T
Tig
o
n
ia

N
au
m
an
n
i

Y

eha
1･a

を
採
集
し
得
た

膝
浦
川
盆
地
の
地
封
脚
朝

.JD

一
七



地

球

雛

十

六
位

節

7

紋

完

il
八

と
詑
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.

江
原
博
士
の
研
究
と
輩
者
の
地
質
調
査
の
結
果
よ
-
絵
合
し
て
'
谷
口
､
拙
石
谷
の
砂
岩
は
同

一
圏
に
属
す
る
も

の
を
る
rJ
と
は
明
瞭
な
る
も
傍
示
ほ
於
る
砂
岩
圏
は
精
を
れ
よ
-
下
位
は
相
常
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

平
間
､
月
ケ
谷
に
露
出
す
る
三
角
介
砂
岩
は
生
賓
に
露
出
す
る
ポ
ド
ザ
ミ
チ
ス
暦
の
上
位
を
占
ひ
る
79
の
な
る
乙

と
は
第
二
閲
版
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
依
-
讃
者
は
容
易
に
諒
解
37,
れ
る
乙
と

J
瓜
ふ
｡
即
ち
が
ド
ず
ミ
チ
ス
暦
と
同

様
横
瀬
立
川
ス
ラ
ス
-
'
及
緩
慢
な
る
閏
曲
に
依
-
上
部
三
角
介
砂
岩
が
重
複
さ
れ
七
月
ケ
谷
､
平
間
に
爵
出
し
て

忠.a
る
も
の
で
あ
る
｡

C､
藤
川
買
岩
層

勝
川
､
両
川
附
鑑
に
於
で
最
も
よ
-
敏
速
し
て
ゐ
る
藤
川
貫
岩
暦
は
皆
地
域
に
磯
達
す
る
物

部
川
続
の
澱
上
位
を
占
め
､
主
に
黒
衣
色
の
割
れ
易

さ
頁
岩
か
ら
成
-
'
屡
々
レ
ン
ズ
状
の
砂
岩
を
含

む
｡

を
の
厚
ruは
略
､

山
五

〇
〇
米
に
達
し
三
角
介
砂
岩
及
立
川
磯
岩
層
に
此
し
か
を
-
長
時
間
に
五
つ
y
沈
積
し
た

･Lと
む
示

す
も
の
で
あ
る
｡

藤
川
京
岩
層
は
三
角
介
砂
岩
暦
を
盤
令
は
披
覆
し
北
方
二
亜
紀
暦
と
高
僻
村

ス
ラ
ス
ト
ーこ
依
-,h境
せ
ら
れ
で
ゐ
る

此
の
地
層
は
略
基
西
の
走
向
を
和
し
非
状
と
な
っ
て
分
布
し
化
石
を
保
存
す
る
乙
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
C

江
原
博
士
は
板
木
に
於

で
P
hy
llo

ceras
cfr,
Tam
OSu
m

M
eek
,

長
尾
博
士
は
'
坂
本
の
西
方
に
於
て

B
eud
an
tic
eras
sh
ik
o
kuense
Y
a
b
e
&

S
h
imi
zu

を
採
集
し
た
と

報
ぜ
ら
れ
ね
の
で
あ
っ
た
が
筆
者
は
只
僅
か
に
保
存
恵
き
巻
月
を
採
集
し
柑
た
の
み
で
あ
る
｡

此
の
地
層
に
於

で排
日
町
す
き
都
は
rJ
の
地
暦
の
最
上
位
の
数
ヶ
所
に
分
布
す
る
磯
岩
で
あ
っ
y
位
置
か
ら
判
断



し
て
ス
ラ
ス
-
に
依
る
角
磯
岩
在
る
や
の
疑
を
起
芸
し
め
る
の
で
あ
る
が
灘
の
性
質
よ
-
推
し
て
左
様
と
も
息
は
れ

ず
大
腰
は
考
ふ
れ
ば
或
は
上
部
白
望
紀
の
基
底
磯
岩
在

み
や
と
瓜
は
れ
る
節
も
多
分
に
あ
る
｡
鬼
79
角
7g
今
後
の
よ

-
詳
細
な
る
調
査
に
依
っ
て
分
明
す
る
乙
と
で
あ
ら
う
｡

×

×

×

×

x

X

脚
浦
川
盆
地
に
敏
速
す
る
物
部
川
続
の
概
略
は
以
上
の
如
-
で
あ

っ
て
､
こ
れ
等
の
地
層
の
時
代
は
示
準
化
石
の

僅
少
在
る
た
め
に
決
定
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
O

矢
部
博
士
に
依
れ
ば
大
髄
は
於
で

P
o
st･R
y
aseki
よ
-
P
r
e･cenom
an
ia
n
で
あ
る
と
考

へ
て
潜
ら
れ
る
｡

1

方
長
尾
博
士
は
藤
川
頁
岩
を

B
e
u
d
antic
e
r
as
shik
okuen
s
e
を
産
す
る
乙
と
は
依

-
C
en
onlanian
で
あ
る
と

主
張
n
れ
､
捕
水
氏
は

nqid
d
le
A
lb
ian
と
考

へ
て
あ
ら
れ
る
｡

立
川
磯
岩
中
の
硝
石
植
物
化
石
は
吾
が
閲
の
山
中
地
溝
帯
､
土
佐
の
筒
石
等
ほ
塵
す
る
そ
れ
と
金
-
仝

1
に
し
て

領
有
純
に
属
し

N
eocom
ia
n

に
相
常
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

藤
川
頁
岩
は
矢
部
.
長
尾
両
博
士
及
摺
水
氏
の
龍
を
結
合
す
る
ほ
大
機
に
於
で
G
autt
に
祁
皆
す
る
79
の
と
見

て

差
文

へ
な

い
で
あ
ら
う
｡
以
上
の
考
察
よ
か
督
地
域
の
物
部
川
続
は
断
定
出
水
な

い
と
し
て
も
大
健
に
於
で

N
eo
?

Omi
a
n

よ
か
G
autt
に
互
っ

て洗
精
し
72
る
も
の
で

L
ow
er
C
retaceous
に
胡
皆
す
る
乙
と
は
間
違
以
は
を

い

此
の
地
域
に
於
て
澱
も
桂
冒
す
叩

き
は
物
部
川
枕
が
二
塵
紀
石
灰
岩
及
四
散
十
川
続
を
不
整
合
に
被
葎
す
る
こ
と

で
あ
る
｡
以
上
の
事
薯
に
依
-
物
部
川
舵
は
四
薗
十
川
統
及
二
爆
配
層
が
現
在
見
ら
れ
る
が
如
き
分
布
を
完
成
し
た

後
は
沈
積
し
力
る
rJ
と
を
意
味
す
る
も
の
は
し
て
'
物
部
川
続
と
四
薗
十
川
枕
の
時
代
の
中
絶
は
可
な
-
大
在
る
も

臓
棚
川
故
地

の
柏
餅
糟
耶

]九

1
九



地

球

妨
十
六
容

筋

1
胡

ニ
〇

二〇

の
で
あ
る
と
瓜
は
れ
る
.
故
に
烏
の
英
紙
は
明
か
に
領
石
続
か
ら
畷
別
rb
れ
る
可

き
も
の
で
あ
っ
て
前
者
は
明
か
に

上
部
傑
鼎
配
に
巌
す
る
79
の
在
る
乙
と
も
箇
地
域
に
於
で
賓
証
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡

敢
筏
に
普

-
雷
盆
地
の
地
質
構
造
に
就
で
p
簡
単
に
説
明
し
て
潤
筆
す
る
TJ
と
は
す
る
｡

富
山
城
の
地
質
構
造
に
就
で
は
を
の

.I
部
は
既
に
述
べ
た
如
-
で
あ
る
が
説
明
の
便
宜
上
次
の
六
つ
の
重
な
る
断

層
を
考
慮
は
入
れ
る
乙
と
は
す
る
｡
そ
れ
等
の
位
筒
は
つ
い
て
は
地
質
図
を
参
照
し
て
下
さ
れ
庇

い
｡

商
銀
村

ス
ラ
ス
ト
'
横
瀬
立
川
ス
ラ
ス
ト
､
横
瀬
断
層
.
坂
本
断
層
'
稲
原
断
層
'
桶
川
断
層
｡

勝
浦
川
盆
地
の
東
部
及
西
部
は
未
だ
十
分
は
調
査
し
て
な

い
た
め
は
精
細
に
は
地
質
構
造
ほ
っ
Fu説
明
す
る
rJ
と

は
不
可
能
で
あ
る
が
現
在
判
明
せ
る
も
の

だけ
に
止
め

て舘
明
す
る
乙
と
は
す
る
0

物
部
川
続
が
金
-
沈
積
を
終

っ
た
後
'
源
の
退
行
が
行
は
れ
､
陸
上
に
現
は
れ
て
其
の
後
幾
多
の
地
殻
運
動
に
襲

は
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
が
最
初
著
し

い
も
の
と
し
で
は
北
方
よ
-
南
方
に
押
す
力
で
あ
っ
た
に
逮
以
な

5,｡
乙
の
カ

は
依
っ

て現
在
見
ら
れ
る
如

旦
向
鉾
村
'
横
瀬
立
川
爾

ス
ラ
ス
ト
が
形
成

ru藍
別
者
は
依

っ
て
古
生
暦
は
物
部
川
続

に
符
上
し
後
者
に
依
っ
て
物
部
川
舵
の

一
部
が
練

-
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
乙
の
爾

ス
ラ
ス
ト
が
形
成

さ
れ
た
後
に

横
瀬
､
坂
本
'
桶
川
'
稲
原
断
簡
等
の
如
き
､
兼
北
東
-
西
南
西
濃
閣
北
閏
-
来
園
兼
の
傾
斜
断
層
が
形
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
ら
う
0

横
瀬
､
桶
川
両
断
暦
は
依
っ
て
囲
ま
れ
た
る
値
域
は
姉
二
図
版
第

一
園
の
プ
ロ
フ
T
I
γ
に
依
-
明
示
誤
れ
々
如
-

丁
度
二
塵
配
石
衣
岩
中
を
走
る
横
瀬
立
川
ス
ラ
ス
ト
に
依
-
立
川
磯
岩
層
が
重
複

n
れ
て
ゐ
る
｡
乙
の
匿
域
の
地
層

は
各
部
北
傾
斜
堅
ホ
し
常
盆
地
の
暦
序
撃
的
研
究
に
は
有
用
在
る
参
考
資
料
と
在
る
も
の
で
あ
る
｡
rJ
の
湛
域
の
南



方
鳥
の
凝
肝
は
他
の
憧
域
の
何
れ
よ
-
も
禰
曲
は
げ
し
-
走
向
は
殆
ん
ど
南
北
に
近

い
も
の
が
多

い
｡

柳
谷
の
北
方
に
於
で
切
断
さ
れ
て
ゐ
る
坂
本
断
簡
は
杉
山
に
於
で
最
も
大
在
る
落
差
堅
不
し
､
籍
に
鹿
川
灘
岩
層

は
杉
山
の
進
か
南
方
は
落
ち
且
り
rJ
れ
が
桶
川
断
層
に
依

-
て
再
び
切
断
せ
ら
れ
て
同
に
示
n
れ
る
如
-
小
さ
を
三

角
形
を
な
し
て
械
春
し
て
ゐ
る
｡

坂
本
断
層
と
涌
原
断
暦
に
依
～,h
t
境
せ
ら
れ
た
部
分
は
督
盆
地
の
地
質
に
つ
き
金
-
研
究
の
士
轟
に
な
る
叩

き
箇

所
で
あ
る
｡
控
憧
在
る
摺
曲
と
横
瀬
立
川

ス
ラ
ス
ト
に
依
り
督
置
域
の
物
部
川
舵
の

一
部
は
雷
蔵
さ
れ
ポ
ド
ザ
ミ
チ

ス
暦
の
加

Fuは
日
浦
よ
-
平
間
に
至
る
術
道
に
幾
回
も
露
出
し
て
ゐ
る
｡

喰
Em
に
於
で
立
川
磯
岩
層
は
三
角
介
砂
岩
と
坂
本
断
層
の
延
長
に
依
み
て
境
し
て
ゐ
る
｡
両
者
の
囲
係
は
他
の
何

れ
の
部
分
に
於
て
も
盛
各
な
る
も
rJ
の
地
域
に
於
で
の
み
断
層
に
依
っ
て
示
n
机
で
ゐ
る
｡

勝
浦
川
及
其
の
支
流
ほ
的
ひ
畿
達
し
イ
ゐ
る
稲
原
断
層
は
普
盆
地
に
於
け
る
傾
斜
断
層
の
内
最
大
な
る
も
の
で
あ

ら
う
｡
稲
原
断
層
は
東
方
に
傾
斜
し
谷
口
に
於
で
最
大
の
落
差
を
不
す

一
方
戸
越
に
於
で
最
小
の
落
差
堅

不
し
て
ゐ

る
○福

原
断
層
と
八
蛮
地
断
層
に
依
っ
て
圏
9
<
れ
た
固
域
の
各
地
暦
は
殆
ル
ビ
宙
傾
斜
で
あ
っ
て
各
地
膚
相
互
の
閥
係

は
節
三
園
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
倦
む
馨
帽
…せ
ら
れ
た

い
｡

珊
筆
す
る
に
常
り
勝
浦
川
銀
地
地
質
訊
盤
申
御
懲
切
な
る
御
相
殺
に
解
っ
て
下
さ
っ
た
中
村
'
杭
山
両
教
授
に
粍
-
感
謝
致
し
ま
す
｡
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